
 

 

 

 

 

 

 
  

今後の家庭学習と行事について 

校長 加納 一好 

 青空の下、新緑の美しい季節となりました。 

本日（２１日）の教科書配付には、急なお願いにもかかわらず、ご協力くださりありがとうございました。

教員も久しぶりに保護者の皆様や子供たちに会うことを楽しみにしていました。 

今回の教科書配付は４月１０日に文部科学省から出された「新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休

業等に伴い学校に登校できない児童生徒の学習指導について」に基づくものです。この通知には、 今後の学習

指導や学校行事の精選、長期休業期間の短縮、土曜日に授業などについても書かれています。文部科学省のホ

ームページに載っておりますので、ぜひお読みください。その中に、次のように書かれています。 

家庭学習で新学年の学習内容を進め、定着が見られた場合は、学校での再度の指導をしなくてもよいという

内容です。本校としては、定着したかどうかは、再開後、学校での授業で確認したいと思っていますが、学習

内容は進めていきます。今までは前学年の復習が中心でしたが、今後は新学年の教科書や教材を使った課題も

出していきます。具体的な課題の内容は、今まで通り学年だよりでお伝えしてまいります。 

また、今後の行事等については次のように考えておりますのでご承知おきください。 

① 夏休み前の校外学習と行事は中止します。当面、遠足など校外での学習は行いません。 

② 運動会は縮小して秋に開催します。展覧会も作品数の関係から縮小して行います。 

③ 飯山高原学園、日光移動教室、那須甲子宿泊学習の宿泊行事は行いません。 

 宿泊行事は子供たちの思い出に残る大切な行事ですが、実地踏査の他、準備が全くできない状況で、実施は

困難です。授業時数の確保も大切ですが、宿泊行事に代わる楽しい思い出となる行事を、特に６年生には考え

たいと思っています。 

 その他、入学式や夏休みについては、教育委員会からの指示を待ちます。夏休みは、文科省の通知からも短

縮されると思います。保護者会やＰＴＡ行事についても、再開の見通しが立ったところで、年間行事予定を見

直し、速やかにお知らせいたします。 

 学校再開のためには、コロナウイルス感染を収束させなければなりません。国や東京都の指示に従い、外出

を控える、三密を避けるなど子供たちへの指導を重ねてお願いいたします。また、感染拡大に伴う不当な偏見

や差別、誹謗中傷などが問題になっています。最前線で闘っている医療従事者や保健所の職員、そして陽性患

者の家族等への「心」のある接し方や対応についても併せてご指導をお願いいたします。 

学校が課した家庭学習が以下の要件を満たしており、児童生徒の学習状況及び成果を確認した結果、十分

な学習内容の定着が見られ、再度指導する必要がないものと学校長が判断したときには、学校の再開後等

に、当該内容を再度学校における対面指導で取り扱わないこととすることができること。  

 ＜要件＞  

    ① 教科等の指導計画に照らして適切に位置付くものであること。  

    ② 教師が当該家庭学習における児童生徒の学習状況及び成果を適切に把握する 

ことが可能であること 
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